
最
近
「
ぶ
れ
な
い
経
営
」
を
あ

る
会
長
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
即

取
り
寄
せ
読
み
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
は
、
こ
だ

わ
り
の
軸
を
貫
き
、
ぶ
れ
な
い
。

そ
し
て
顧
客
こ
と
を
、
社
員
よ
り

も
第
一
に
考
え
て
い
る
。
最
終
的

に
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
の
は
、

金
で
な
く
、
顧
客
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
は
消
費
者
と
の
絆
、

互
い
の
約
束
で
あ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド

を
介
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
自
ら

が
す
べ
て
の
顧
客
と
の
関
係
に
責

任
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

職
人
技
の
こ
だ
わ
り
、
ネ
ッ
ト
通

販
の
自
前
主
義
、
リ
ゾ
ー
ト
再
生

を
起
業
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
イ

ン
テ
リ
ア
、
救
命
救
急
医
療
、
ホ

テ
ル
予
約
サ
イ
ト
、
な
ど
の
責
任

者
が
語
っ
て
い
ま
す
。

読
ん
で
思
う
の
は
、
す
な
わ
ち
、

遺
す
も
の
は
金
で
は
な
い
。
精
神

（
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
な
の
で
あ
る
。

「
地
上
で
唯
一
生
き
残
る
の
は
、

変
化
で
き
る
生
物
」
と
ダ
ウ
ィ
ン

が
言
っ
て
い
ま
す
。

変
化
の
中
で
人
・
社

会
に
役
立
つ
「
美
意
識
」

の
会
社
が
、
結
局
は
存

続
す
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

よ
う
や
く
政
権
交
代
で
国
税
不

服
審
判
所
「
在
り
方
の
見
直
し
」

が
視
界
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、

処
分
庁
で
あ
る

税
務
署
に
「
異

議
申
し
立
て
」
当
然
に
却
下
、
国

税
不
服
審
判
所
に
「
審
査
請
求
」

で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
民
事
「
税
務
訴
訟
」
で
す
。

そ
も
そ
も
、
審
判
所
の
職
員
は

国
税
当
局
の
職
員
で
す
。
人
事
交

流
の
出
向
者
な
の
で
あ
り
ま
す
。

真
に
第
三
者
的
立
場
で
公
平
な
裁

決
下
さ
れ
る
か
、
大
き
な
疑
問
が

以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
判
官
自
体
、
現
場
の
た
た
き

上
げ
で
す
。
現
場
の
足
を
引
っ
張

り
、
組
織
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
を
避
け
た
い
思
惑
が
、
実
際

感
じ
ま
す
。

ど
う
し
て
三
段
構
え
構
造
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
霞
ヶ
関
官
僚
支
配
に

意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

納
税
者
に
、
大
き
な
（
時
間
・

金
銭
・
精
神
的
）
負
担
を
強
い
り

当
局
の
恣
意
的
な
執
行
を
擁
護
す

る
側
面
を
有
し
て
い
ま
す
。

前
政
権
の
、
影
の
支
配
者
、
黒
子

だ
っ
た
財
務
省
（
前
大
蔵
省
）
で

す
か
ら
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
な

の
で
す
。

制
度
自
体
か
ら
は
「
日
本
の
美

学
」
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

即
裁
判
へ
の
道
、
国
家
賠
償
適

用
の
道
を
速
や
か
に
開
く
べ
き
で

し
ょ
う
。
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良
く
聞
く
の
で
す
が
、
結
婚

し
て
幸
せ
に
な
る
と
聞
き
ま
す
。

果
た
し
て
本
当
で
し
ょ
う
か
。

人
生
を
バ
ラ
色
の
一
生
で
終
え

た
人
は
殆
ど
い
な

い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

決
し
て
少
子
化

を
推
進
す
る
つ
も
り
は
、
あ
り

ま
せ
ん
が
不
景
気
で
も
、
離
婚

率
は
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

亀
井
金
融
担
当
大
臣
が
家
庭

崩
壊
・
凶
悪
犯
罪
家
族
内
の
殺

人
事
件
が
増
え
る
の
は
、
小
泉
・

竹
中
政
権
以
降
、
大
企
業
が
日

本
型
の
家
族
的
経
営
を
捨
て
た

た
め
―
―
東
京
都
内
の
講
演
会

で
口
に
し
た
「
経
団
連
批
判
」

が
波
紋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

現
在
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
婚

姻
関
係
に
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
、
フ
ァ
エ
ー
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
い
う
三
つ
の
標
語
。
フ

リ
ー
は
市
場
原
理
至
上
主
義
、

フ
ェ
ア
ー
は
透
明

性
、
グ
ロ
ー
バ
ル

は
国
際
化
の
三
つ

の
標
語
が
ア
メ
リ

カ
の
陰
険
な
対
日
占
領
政
策
の

骨
子
で
す
。

国
民
は
不
幸
そ
の
も
の
で
す
。


